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●第３四半期決算は、営業収益が５期連続の増収で過去最高となった一方、営業利益につ
　いては 4.8%減であり、第２四半期に引続き大幅な減益となった。

●通期の見通しについても、北陸新幹線の反動減などにより、営業収益はほぼ前年並みの
　水準を見込まざるを得ない上、新幹線鉄道大規模改修引当金などにより、営業費用は増
　加と見込んでおり、収益の確保が引続き大きな課題となっている。

●取り巻く経営環境は、少子高齢化や生産年齢人口の減少、地方経済の活力減退などの社
　会構造的な要素から大きな影響を受ける。

●新賃金交渉を行うにあたっては、昨年度よりもさらに不透明感と厳しさを増した経営環
　境下にあるという基本認識に加え、平成 24 年度に実施した人事・賃金制度及びこの間
　３年連続で実施している賃金改善が将来の経営に与える影響等も含めて総合的に判断し
　ていく。

＜   ＪＲ東日本会社より現状認識が示される！  ＞


